
さつき会（孔版製品）展、台湾の表情紹介展 

… 3 日～ 5 日 

お茶の会・・・3 日 

短歌会・・・0 日 

法 永 寺 

俳句会・・・6 日

川柳会・・・13日 

おります。 

建設面積は 185.1平方メ 

ートル（56坪） 

これで、当市には、ひま

わり、つつじケ丘、かいど

う、杉の子と四つの児童館

ができました。 

なお、同児童館は、社会

福祉協議会が運営いたしま

す。 

杉の子児童館できる 
62人の幼児が入所 

地域幼児教育の施設とし

て、市内羽野木沢に建設し

ていた杉の子児童館が、 

9月完成し、10月18日入所

式をおこないました。 

同児童館は、七和支所と

併設したもので、 7月着工

木造平家建の内部は、遊ぎ

室、集会室、図書室、炊事

室、事務室などが完備して 

広
 
報
 

市
 

原
 

所
 

五
 

第 1 70号 

ー一部 2 円 
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市総合文化祭 

ll月 3 日 か ら 

五所川原市中央公民館、五所川原市文化振興会議主催

の第 6回五所川原市総合文化祭は、n月 3 日から、中央

公民館、市民文化会館、法永寺を会場に、盛大にくりひ 

‘ろげられます。 

市民交化会館 

謡曲、琴、ビアノ（野崎、高橋ノ、民謡、バレエ（福

井、棟方）、合唱、奴踊り（長富）… 3 日（ホール） 

菊花展、盆栽展、自然木展 3日～ 5日（ロビー） 

魚拓展、書道展、昆虫標本展 … 3 日～ 5日 （二階） 

こ
と
し

も
納
税
に
ご

協
力
を
 

昭和33年9月1日第三種郵便物認可 

こ
と
し
も
、
あ
ま
す
と
こ
ろ

あ
と
ふ
た
月
…
な
に
か
と
い
そ

が
し
い
秋
で
す
。
 

市
税
の
納
付
に
つ
い
て
は
、
 

市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
に

よ
り
、
年
々
、
そ
の
成
績
も
向

上
し
て
お
り
、
感
謝
に
た
え
ま

せ
ん
。
 

こ
と
し
も
、
例
年
ど
お
り
納

税
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、
十
 
 

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
二
十
八

日
ま
で
の
二
か
月
間
を
‘
『
市税

完
納
特
別
強
調
期
間
』
と
し
て

税
務
課
、
各
支
所
、
納
税
貯
蓄

組
合
が

一
体
と
な
り
、
運
動
を

進
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

税
 
の
 相
談

に
 

応
 
じ
 
ま
 
す
 

市
税
完
納
特
別
強
調
期
間
中
 
 

は
、
と
く
に
税
務
相
談
に
応
じ

ま
す
。
 

税
の
こ
と
で
、
納
得
の
行
か

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
 

お
気
軽
に
、
税
務
課
、
ま
た
は

支
所
ま
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
 

こ
 
れ
 
か
 
ら
 
の
 

税
 
の
 納

期
限
 

固
定
資
産
税
 
第
四
期
 

十

一
月
 
三
十
日

保
 
険
 
税
 
第
「
爾
 

十
一
月
 
三
十
日
 
 

市

県

民

税
 
第
四
期
 

十
二
月
二
十
八
日

保
 
険
 
税
 
第
四
期
 

十
二
月
二
十
八
日
 

県
営

住

宅
 

入
 
居
 

者
 

松
島
団
地
に
建
設
の
県
営
住

宅
の
入
居
者
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
き
ま
り
ま
し
た
。
 

平
家
建
 
（
十
二戸
）
 

工
藤
清
志
（
日
通
）
、
 西
巻
敏

美
．
竹
谷
英
利
、
鳴
海
健
（
弘

南
パ
ス
）
、
 木
谷
尚
武

（
青
和

銀
行
）
、
 藤
森
弥

一
（
平
山
家

具
店
）
、
 佐
々
木
文
夫
（
警
祭

署
）
、
 前
田
直
孝

（
飯
詰
中
）
 

嘉
山
竜

一
 
（
津
軽砕
石
）
、
 

成
田
酷
（
針
生
工
業
）
、
 笠
井

康
也
 
対
馬
弘
（
市
役
所
）
 

ニ
階
建
 
（十
八
戸
）
 

松
橋
金
明
、
鎌
田
明
徳
、
加
藤

鶴
光
 
（相
互
タ
ク
シ
ー
）
、
 古

館
茂

（
飯
詰
小
）
、
 浅
利
二
三

雄
 
（
相互
農
機
）
、
 笹
部
誠

一
 

（
平
泉
農
機
）
、
 高
谷
長
一
郎

小
野
要

一
 （
市役
所
）
、
 沢
田

亘
裕

（
金
木
南
中
）
、
 宮
本
紀

男
（
国
鉄
）
、
 今
喜
八
（
青
森

民
友
）
、
田
村
忠
美

（
五
農
高
）
 

清
野
契
逸

（鯵
ケ
沢
営
林
署
）
 

対
馬
昭
夫

（
郵便
局
）
、
 笠
井

甚
左
工
門
、
玉
川
賢
造
（
山
ロ

水
道
）
、
 山
田
義
夫
（
五
所
川

原
商
事
）
、
 藤
田
宥
（
増
田
病

院
）
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ク
 

詰
 
和
 
内
 
内
 

市
 
市
 

1
1
1
 

1
1

月
 
2
2

日
 

I日
 
市
 
内
 

,
,
 

日
 
日
 

時間はいずれも午後 1時から 3時までです 

3 歳児の健康診査 

3歳児は、身体、精神発育の面から、もつとも重要

な時期にあります。 

医師と歯科医によつて、総合的な健康診査をおこな

います。また、こまかい指導もいたしますから、対象

者は、かならず、受けてください。 

◇対象者 昭和37年 4月 2日から昭和38年 4月 1 日

までに生れた赤ちやん 

11月 4 日 松島．中川 五所川原保健所 

,，日 。 L］ 	毘沙門．栄 11月 8 日 	程算―」i去〒歪 	ク " ‘→ 	艮富．梅沢 

11月 10日 長 橋 長橋診療所 

11月 11日 三 好 三好診 所 

11月 15日 飯 	詰 飯 詰 支 所 

11月 17日 七 	和 七 和 支 所 

11月 18日 旧 市 内 五所川原保健所 

市政ニユース 
②
 
ー

一
臨
叫
範
 

フ
 
産
を
安
全
に
輸

よ
 
送
ず

る
た
め
、
 

だ
い
て
お
り
ま
 

父
コ
 
寸
 
す
が
、

踏
切
等
 

ー
 

、
 
で
自

動
車
、
耕

兄
防
 

ー
 
う
ん
磯
が
、
 
一
 

、A
 
時
停
止
し
な
い

や
 

十
 
た
め
、

列
車
に
 

・

ー
 
・
一
 
衝
疾
し

た
り
 

P
 

才
 

子
供
が
線
路
に

石
を
置
い
て
列

車
を
と
め
た
り

線
路
内
を
歩
い

て
、
列
車
を
と
 

ー
 
め
た

り
す
る
事

故
が
、
あ
と
を
 

た
ち
ま
せ
ん
。
 

ま
た
、
駅
の
構
内
や
線
路
内

を
歩
い
て
、
列
車
に
触
れ
て
死

傷
し
た
事
故
も
、
数
多
く
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
な
事
故
を
な
く
す

る
た
め
、
お
互
い
、
つ
ぎ
の
こ
 

・

市
役
所
執
務
時
間

…
・

の
変
更
 

十
一
月
一
日
か
ら
、
市
役
所

の
執
務
時
間
が
、
つ
ぎ
の
と
お

り
か
わ
り
ま
す
。
 

▽
平
日
…
午
前
八
時
三
十
分
 

ー
午
後
四
時
 

マ
土
曜
日
…
午
前
八
時
三
十

分
ー
午
後
〇
時
十
五
分
 
 

と
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

の
駅
の
構
内
や
線
路
の
通
行

は
、
や
め
ま
し
よ
う
。
 

②
か
け
こ
み
乗
車
は
、
や
め

ま
し
よ
う
。
 

③
踏
切
で
は
、
 一
旦
停
止
し

て
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て

か
ら
通
り
ま
し
よ
う
。
 

特
別
弔
慰
金
の
 

支
給
さ
れ
る
方
 

昭
和
四
十
年
四
月
一
日
に
お

い
て
、
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年

金
等
の
受
給
権
を
有
す
る
遺
族

が
な
く
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金

の
受
給
権
者
、
ま
た
は
、
戦
没

者
の
死
亡
当
時
、
生
計
関
係
の

あ

っ
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
 

兄
弟
姉
妹
の
う
ち
、
そ
の
先
順

位
に
あ
つ
た
方
。
 

市
献
血
推
進
協
議
会
が
で
き

て
か
ら
、
市
民
の
献
血
も
多
く

な
っ
て
お
り
、
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。
 

と
く
に
、
東
北
電
力
、
警
察

署
、
丸
キ
呉
服
店
な
ど
の
、
職

場
ぐ
る
み
の
ご
協
力
に
は
、
深

く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
 

採
血
車
は
、
毎
月
第

一
・
三
 

こ
れ
ま
で
、
生
保
世
帯
と
市

民
税
の
か
か
っ
て
い
な
い
世
帯

の
、
姫
産
婦
と
赤
ち
ゃ
ん
に
支

給
さ
れ
て
い
た
、
牛
乳
、
ミ
ル

ク
が
、
こ
ん
ど
、
市
民
税
均
等

割
だ
け
の
課
税
さ
れ
て
い
る
世

帯
に
も
、
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
 

該
当
す
る
方
は
、
市
役
所
保

険
課
に
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
 申
し
込
み
用
紙
は
、
保
険

課
に
あ
り
ま
す
。
 

◇
あ
て
は
ま
る
条
件
◇
 

△
妊
産

婦
 

①
妊
娠
中
毒
症
、
ま
た
は
そ

の
疑
い
の
あ
る
も
の
。
 

②
各
種
ビ
タ
ー、
、
ンの
欠
乏
症
 

木
曜
日
に
、
西
北
中
央
病
院
前

で
、
採
血
を
お
こ
な
つ
て
お
り

ま
す
。
 

不
慮
の
事
故
に
そ
な
え
て
戸

ご
と
、
人
ご
と
、
職
場
ご
と
、
 

献
血
い
た
し
ま
し
よ
う
。
 

届
出
を
し
て
い
る
職
場
の
協
力

員
の
み
な
さ
ん
の
、
 一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 
 

状
を
有
す
る
も
の
。
 

③
貧
血
、
浮
腫
、
毛
孔
性
角

化
症
、
ひ
腹
筋
圧
痛
、
け
ん
反

射
消
失
等
の
身
体
症
状
を
有
す

る
も
の
。
 

④
保
健
指
導
、
健
康
診
査
等

の
結
果
、
栄
養
改
善
が
必
要
で

あ
る
と
、
認
め
ら
れ
た
も
の
。
 

△
乳

幼
児
 

①
各
種
ビ
タ
ミ
ン
の
欠
乏
症

状
を
有
す
る
も
の
 

②
貧
血
、
浮
腫
、
毛
孔
性
角

化
症
、
け
ん
反
射
消
失
等
の
身

体
症
状
を
有
す
る
も
の
。
 

③
身
体
の
発
育
状
況
が
、
不

良
と
認
め
ら
れ
る
も
の
 

④
出
生
児
の
体
重
が
、
二
五

〇
〇
グ
ラ
ム
以
下
の
低
体
重
の

も
の
 

⑥
保
健
指
導
、
健
康
診
査
等

の
結
果
栄
養
改
善
が
必
要
と
認

め
ら
れ
る
も
の
 

い
ず
れ
も
医
師
の
証
明
を
必

要
と
し
ま
す
。
 

・

国
民
年
金
の
額
が

…
・

引
き
上
げ
ら
れ
た
 

来
年
一
月
か
ら
国
民
年
金
法

の
改
正
で
、
年
金
の
額
が
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
、
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
 

老
令
年
金
 
月
額
 

八
千
円

障
害
年
金
 
ク
 
五
千

円

母
子
年
金
 
ク
 
五
千
円

遺
児
年
金
 
ク
 
二
千
五
百
円

老
令
福
祉
年
金
 

月
額
 
一
千
五
百
円

障
害
福
祉
年
金
 

月
額
 
二
千
二
百
円

母
子
福
祉
年
金
 

月
額
 
一
千
七
百
円

準
母
子
福
祉
年
金
 

月
額
 
一
千
七
百
円

ま
た
、
拠
出
年
金
の
か
け
金

が
、
来
年
一
月
か
ら
百
円
引
き

上
げ
ら
れ
、
月
額
二
百
円
と
一
一

百
五
十
円
に
な
り
ま
す
か
ら
、
 

前
納
し
て
い
る
方
は
、
差
額
を

納
め
て
く
だ
さ
い
。
 

母
子
の

牛
乳

・
ミ
ル
ク
の
 

支
給
範

囲
が
ひ

ろ
が
り

ま
し

た
 

~ 	内や 線路の 

I 	手〒l十 噂っ Aノ、 す 1 し
 日
夜
、
心
を
く
 

愛
 
の
 
献
 
血
 
運
 
動
 

採
血
車
は
第
一
・

三
木
曜
日
来

訪
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